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現在、科研費基盤 S において、多光子ガンマ線時間・空間相関型イメージング法の研究を進め

ている。In-111 は図１に示すように、壊変の際に 2 本のガンマ線を連続して放出する。このよう

な核種を用い、角度情報を与える検出器あるいは放出源を特定する適切なコリメータやジオメト

リを用いれば、同時計数技術を適用し、高い信号対バックグラウンド比をもって、イメージング

が可能になると期待される。そこで、In-111 標識ペプチドを用いて２光子放出核種検出１分子イ

メージングを実現し、新しいガンマ線診断技術の確立と、多光子多核種同時計測への展開を図る

ことを目的に掲げて研究を行っている。多光子ガンマ線を放出し、医療用として適当な半減期を

有する核種について探索を行った結果、K-43 や Cr-48 などの核種に注目しており、理化学研究所

において核種の合成と分離を行い、それを用いた計測実験を進めている。また、海外で既にアイ

ソトープ治療に用いられている核種である、Lu-177 についても図２に示すように２本のガンマ線

を放出するため、治療時の高い線量において SN 比に優れたイメージングを行うことが可能と考

えられる。陽電子消滅の際に生じる 2 本のガンマ線は反対方向に放出されるが、多光子放出核種

においては、任意の方向にγ線が放出されるため、コリメータを用いて方向を同定することによ

り、再構成を必要としないイメージングも可能になる。さらに、空間上の一点に焦点を有するよ

うなコリメータでは、焦点から放出されるγ線のみに感度をもつ系が作ることができ、検出感度

を非常に高くすることができるので、関心領域がある程度特定できれば、その近傍を高分解能に

描き出すようなイメージングが可能になるなど色々な可能性を見出している。本講演では、研究

全体の構成と、さまざまな展開の可能性について示す。 

          

   図１ In-111の壊変図式       図２ Lu-177の壊変図式 
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